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研究成果の概要（和文）：本研究は、食用に利用される野生／半栽培植物に着目し、市場を起点に採集や消費の
場へと植物を追うことによって、植物をめぐるネットワークと植物利用の変遷を明らかにすることを目的に、タ
ンザニアでフィールドワークを実施した。
栽培化されておらず、地域限定的に利用される食用植物は、都市で販売されるが流通範囲は狭く、販売規模も小
さいため、地域住民に大きな経済効果はない。しかし、地域内では強く好まれる重要な食料である。また、これ
ら植物には地域の「こだわり」が存在し、複数都市で販売される植物でも細かな差異が見られた。以上から、ロ
ーカルな食用植物は、出所である故郷の農村と都市居住者をつなぐ役目を果たすと考察した。

研究成果の概要（英文）：This study aims to clarify the networks surrounding the use of edible 
wild/semi-cultivated plants and the transitions in the use of these plants. The research methodology
 was based on fieldwork in Tanzania, following plant use from the urban market to collection and 
consumption.
Edible plants, which are not cultivated and used only locally, are sold in cities, but their 
distribution is narrow and the scale of sales is small, so they do not have a large economic impact 
on local residents. However, they are strongly preferred for foodstuff within the region. In 
addition, there are regional and individual “sticking points” in the use of these plants, and thus
 minor differences were observed even among plants sold in multiple cities. From the above, it was 
concluded that local edible plants serve as a link between the rural areas of their hometowns and 
the urban dwellers.

研究分野： 生態人類学

キーワード： 人―植物関係　食用植物　マーケット　採集活動　アフリカ　都市―農村関係
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研究成果の学術的意義や社会的意義
1.本研究は、これまで個別の社会を対象にした議論が中心であった植物利用に関して、市場を起点に流通や採集
を追うという新しい調査の視点を確立した。
2.その結果、食料問題を抱えるアフリカにおいて、近代農業を促進し農作物を増産するという画一的な対応では
なく、むしろローカルな食材を再評価し、その利用を維持することの意義を再考することにつながった。
3.研究成果はこれまでに日本アフリカ学会や生態人類学会など複数の学会において報告をした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
国連の「世界人口予測 2017 年改定版」によれば、現在 12 億 5600 万人であるアフリカの人口

は、2050 年には 25 億を超える。この増え続ける人口を養う食料を確保するために、農作物の生
産性向上は喫緊の課題だとされている。他方、アフリカの市場には、農作物以外にも野生や、半
栽培（人との関与をもつ野生と栽培の中間の状態）の植物も多く販売されている。アフリカの地
方に暮らす人びとにとって、これらの植物が伝統的に重要な食料源になってきたことはいうま
でもなく、生態人類学や地域研究の分野では、個別の社会を対象にした植物利用の豊かさについ
て、数多く報告されてきた。 
とはいえ、こうした野生や半栽培の状態にある植物の多くは、限定された地域内でのみ利用さ

れ、経済効果も決して大きくない。とくに、資源の種類が限られ、密度が低いサバンナ地帯では、
シアバターを抽出するシアナッツのように、国内・国外双方に向けて市場をもつものはごくまれ
である。そのため、農産物や林産物の生産統計で把握されている野生／半栽培植物は少なく、生
産、流通、消費の実態が量的・質的に把握される機会はほとんどない。たとえばゴマ科の 1 年生
草本 Ceratotheca sesasmoides の葉は、東部から西部アフリカのサバンナ地帯で広く食べられてい
る。タンザニア中央部では乾季の重要な副食になり、ガーナ北部の市場では、乾燥葉がスープの
材料として販売されている。ところが、食料問題や農業支援を担う国際機関や NGO が、この植
物の有用性や売買の実態を把握する機会はほとんどなく、食料問題の解決策に、野生／半栽培植
物の重要性が反映されることは少ない。 
他方、アフリカにおける個別の社会を対象にした野生植物利用の研究は、生態人類学や民族植

物学の得意とするところであり、非常に豊富な研究蓄積がある(たとえば Terashima, Ichikawa and 
Sawada, 1987)。とはいえ、これらの調査は、基本的にひとつの社会に長く滞在しておこなわれる
ため、市場での流通という地域の外でかわされるやりとりについてはあまり把握されてこなか
ったといえよう。一方、アフリカにおける葉菜(leafy vegetable) のリスト化や栄養分析の研究も
多数おこなわれてきた(たとえば Maundu 1999; Bedigean, 2004) 。しかし、こうした研究において
は逆に地域の個別の背景や個人のネットワークを介した植物利用の地域的伝播や流通網の展開
といったミクロな視点は抜け落ちてしまいがちである。 
 本研究代表者が研究を続けるタンザニア中央部に暮らすサンダウェは、19 世紀中ごろまで狩
猟採集を生活の基盤としてきたと考えられており、今日では農耕中心の生業活動を実施してい
る。農耕を開始して人間による環境攪乱が起こったことにより、サンダウェの農地には、攪乱地
に適応する「雑草性植物（阪本, 1995）」が出現した。そして、それらは単に「邪魔なもの」とし
て除去されるだけの存在ではなく、彼らの食生活にとって有用なものも少なくない（八塚, 2011; 
2012）。たとえば、先に挙げた C. sesasmoides の葉は、非常によく食べられており、彼らはその乾
燥葉を他者に分配したり、穀物と交換をする（八塚, 2011）。タンザニア中央部の都市における市
場や売店でも、どこからかもたらされた C. sesamoides の乾燥葉が販売されている。しかし、同
国内であっても、C.sesamoides や、類似の雑草性植物をほとんど食べない地域もあり、野生／半
栽培植物にたいする評価には、非常にローカルな文脈が反映される。また、ガーナ北部で話を聞
いたある女性は、他者の畑で C. sesamoides を購入し、町の市場に卸していると語った。つまり、
C. sesamoides のような植物は、地域あるいは個人の経済に小規模ながら貢献しているといえる。
他方、野生／半栽培植物のやりとりは、経済規模が小さく流通経路やアクターが固定しておらず、
誰もがその獲得や販売に参入できるような、きわめてインフォーマルなやりとりだと推測する
こともできる。野生／半栽培植物のローカル社会における利用については、その種類や採集と消
費の方法が多数報告されてきたが、流通の実態や関与するアクター、消費にみられる地域差、利
用の地域的拡がりに関する歴史は、これまで報告されてこなかった。それは、先行研究が、個別
の社会を対象に植物利用の議論を進めてきたために、地域を超えたインフォーマルなやりとり
を把握することが難しかったからといえよう。 
 
２．研究の目的 
以上を踏まえて本研究では、アフリカのサバンナ地帯において食用に利用される野生／半栽

培植物に着目し、市場（いちば）を起点に、そこから採集や消費の場へと植物利用の展開を追う
ことによって、地域や社会を超えた、植物を核にした広域なネットワークと、植物利用の伝播や
歴史的展開の解明を目指す。今日、グローバル・フードシステムへの反省から、小規模な地理的
範囲における食の生産―流通―消費に着目したフードスケープ研究（河合, 2021）の存在や、食
の安全保障や気候変動対策としてアフリカの地方における食用植物の利用が有効である
（Catarino et al., 2019）といったように、ローカルな食料システムが再注目されている。その流れ
を受けるように、2021 年にはケニアの伝統料理における在来の植物利用を再評価する動きその
ものがユネスコの無形文化遺産に登録された（UNESCO, 2021）。そこで本研究では、上記の目的
を通して、アフリカにおけるローカルな食料システムの意義を考えることを最終的な目的とし
た。 
 



３．研究の方法 
本研究は当初、東アフリカのタンザニア中央部と西アフリカのガーナ北部にて現地調査を実

施することを予定していた。それら 2 つの調査地が類似の環境でありながら、社会的条件が異な
ることを踏まえて、植物の流通や利用の展開の差異を追求したいと考えていたからである。しか
し、研究期間中に起こった新型コロナウイルス感染拡大による現地調査の中断の影響もあり、ガ
ーナでの調査は実現できなかった。一方で、タンザニア国内では中央部に限定せずに複数地域に
おいて、以下の①②に関する調査を実施した。 
① 市場で食用を目的に販売される植物（野生／半栽培植物）の種類と流通の実態把握 
② 植物利用の地域的な差異や変遷に関する聞き取り 
 
４．研究成果 
市場では、複数の食用植物種が販売されていた。ただし、生葉を販売するのか、乾燥させて保

存が効く状態で販売するのかによって種類は異なり、雨季においては前者のほうが種類が豊富
であった。一方で、乾燥させて保存が効く状態で販売されているものはほぼすべて、ムレンダ
(mlenda)という粘性のある副食に使用される材料であった。本研究では、このムレンダの材料に
着目して、その種類と流通を把握した。 
タンザニアの首都ドドマ、東部のタボラ、北部のカラトゥ、南部のイリンガにおいて複数の都

市の市場を訪れた。ドドマ、タボラ、カラトゥにおいては、畑に生える雑草性植物であるゴマ科
の C. sesamoides を乾燥させたものが販売されており、そこにカボチャの葉やウリ科の野生植物
の乾燥葉を混ぜたものも販売されていた。それらの出所としては、a)仲介人が存在、b)農村に住
む親族から取り寄せ、c)近隣村の住民から直接購入 の 3 パターンがみられた。a については、
仲介人は近郊の農村で買い付け、それを都市部の市場に販売に来るが、仲買人・採集者・市場で
の販売者のあいだに親密な関係性はみられなかった。つまり、アクターが固定しておらず、参入
が容易であるといえ、とくに農村の売り手については、C.sesamoides が農地に生える雑草性植物
であるため、誰もが容易に採集し売り手になることができるということが明らかになった。一方、
C.sesamoides は複数地域で採集、流通、消費されることがわかったが、保存方法や調理方法など
に関して、多様な「こだわり」が見られた。都市部の市場には、都市居住者が自家消費用として
買いに来るが、他地域出身者は「わたしたちのムレンダと違う」と購入しないことも多かった。 
もう一つの調査地、南部のイリンガでは、C.sesamoides も食べられるものの、Zanthoxylum 

chalybeum（ミカン科）の乾燥葉がムレンダの材料として好まれていた。ここでは、イリンガ郊
外の D 村において採集した人自身が都市の路上で販売する事例と、商人が D 村で買い付けて都
市部の路上で販売する事例が見られた。いずれも都市の市場で店舗を構えるのではなく、路上で
販売されており、前者はバスターミナルで販売していた。また D 村は産地として認識されてい
た。Z. chalybeum は薬として広く認知・利用されているものの、食用利用は D 村を中心としたイ
リンガ州と、タボラ州の一部だけで確認された。しかしタボラ州でも、薬としての有用性ゆえに
個体数が減少したり、ムレンダとして利用するために葉を乾燥させ粉にする工程に手間がかか
ることから、現在では極めて限られた地域のみで食べられていることが明らかになった。それゆ
え、食べる人びとにとっては、この植物や産地へのこだわりが非常に強いことも示唆された。 
 以上から、栽培化されておらず、地域限定的に利用される食用植物は、都市の市場で販売され
ているものの流通範囲は狭く、販売規模もきわめて小さいということが明らかになった。これら
の植物は地域住民にとって大きな経済効果はないが、地域内では強く好まれる重要な食料のひ
とつであった。ローカルな食の嗜好性が強く表れる食べ物だからこそ、商品として複数都市で販
売される植物であっても、細かな地域差や売り手による「こだわり」が見られた。そのことが、
都市に暮らす近隣村出身者や帰省した人びとを都市の市場や路上での買い手として定着させる
ことにつながっていた。つまり、これらのローカルな食料資源は、農村出身の都市居住者と故郷
である農村とをひそかにつなぐ資源になっていると考察した。 
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